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  ――ファン＝フェルセンの議論から 
 本節では、ブラウォイの指導教員であったファン
＝フェルセンがECMの方法論的意義を紹介した論
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表1 ECMとGTAの比較（Burawoy 1991: 280） 
 
 ECM GTA 
⼀般化の⽅法 既存理論の再構築 新理論の発⾒ 












分析対象 状況 変数 
因果性 要素の不可分的結合 変数間の線形的関係 
ミクロ・マクロ ミクロ社会学のマクロ的基盤 マクロ社会学のミクロ的基盤 
社会変化への寄与 社会運動 社会⼯学 
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